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代表取締役社長　安野 清

株主の皆様へ

消費者の購買力と意欲のバランス変化など、個人消費の先行きに
は依然として不確実性が存在します。さらに、米国の通商政策や
中東情勢等の地政学リスク、円相場の変動及び国際金融市場の不
安定性といった外部要因が経済に与える影響も予断を許さず、グ
ローバルな経済環境の不透明感が継続する可能性が高いと認識し
ております。
　当社グループにおきましては、1つ1つの事業を太く強くし、外
部環境の急激な変化にも対応できるよう引き続きポートフォリオ
経営の成熟を進めて参ります。インバウンドの更なる拡大が期待
できるホテル展開を軸としたプロパティ事業と、消費マインドの
影響を受けにくい専門的事業領域である化粧品健康食品事業、グ
ルメ事業、ナース関連事業については利益成長を担う事業と位置
づけ積極的に展開をして参ります。また、アパレル・雑貨事業、呉
服関連事業、データベース活用事業については収益性・効率性の
最大化を目指し展開をして参ります。各セグメント目標の達成を
目指すと共に、外部環境に適応した事業推進、実践的人材の育成
強化を重点的に進めて参ります。
　次期連結業績予想については、売上高は221,000百万円、営業
利益は17,500百万円、経常利益は16,500百万円、親会社株主に
帰属する当期純利益は12,000百万円となる見通しです。現在の
見通しには、潜在的なリスクや不確実性を含んでおり、本資料発表
時点で想定しうる影響額及び足元の状況を織り込んでおりますが、
これらの見通しとは異なる結果になる可能性があります。今後、
新たに業績見通しが変動する場合には、速やかにお知らせします。

当社グループを取り巻く市場環境
　日本経済は、訪日外客数が過去最多となる年間4,000万人を突
破したインバウンド需要の拡大に加え、企業収益の改善や賃上げ
による雇用・所得環境の改善などを背景に緩やかな回復基調で推
移しました。一方で、物価上昇が継続する中、消費者の節約志向
や選別消費の傾向は根強く、個人消費の先行きには不透明感が残
りました。また、米国の通商政策や中東情勢等の地政学リスクの
影響、為替及び長期金利の動向など懸念材料が多岐にわたってお
り、依然として先行きが不透明な状況が続いております。

当期の概況
　当社グループは前期より8つのセグメントを今後の成長性・収益
性の拡大を担う「グロース領域」と安定した収益性・継続性・社会
性を主眼においた「サステナブル領域」の2つにグルーピングをし、
それぞれに適した経営資源の配分や事業展開を図っております。
　その結果、当連結会計年度の売上高は218,098百万円（前年同
期比3.4％増）、営業利益は16,478百万円（同38.6％増）となり
ました。経常利益は前年同期と比べ為替差益が増加した一方で、
支払利息の増加やシンジケートローンの締結にかかわる支払手数
料が発生したことなどにより16,274百万円（同22.8％増）とな
りました。親会社株主に帰属する当期純利益は11,542百万円（同
31.2％増）となりました。

次期の見通し
　今後の日本経済は、インバウンド需要の継続的な拡大や労働市
場の引き締まりに伴う賃上げの定着と雇用・所得環境の安定化を
背景に、個人消費の緩やかな持ち直しが見込まれております。一
方で、エネルギー・食料品価格の動向に左右される物価の推移、

1

外部環境の急激な変化に対応できる外部環境の急激な変化に対応できる
ポートフォリオ経営をさらに推進。ポートフォリオ経営をさらに推進。
実践的人材の育成強化も進め実践的人材の育成強化も進め
各セグメントにおける目標達成を目指す。各セグメントにおける目標達成を目指す。

010_7075801302606.indd   1010_7075801302606.indd   1 2026/06/08   15:18:142026/06/08   15:18:14

2024年3月期2023年3月期 2025年3月期 2026年3月期 2027年3月期

■中間　■期末　 （円）

20.0

10.00

10.00

20.5

10.25

10.25

29.0

14.50

14.50

38.0
39.0
（予定）

23.00

15.00

19.50
（予定）

19.50
（予定）

2

財務ハイライト（連結） 1株当たり配当金の推移 

売上高 

（百万円）

2024年3月期 2025年3月期 2027年3月期2026年3月期

208,298208,298 210,856210,856
221,000
（業績予想）
221,000
（業績予想）218,098218,098

営業利益 

（百万円）

9,7879,787

17,500
（業績予想）
17,500
（業績予想）

11,88711,887

2024年3月期 2025年3月期 2027年3月期2026年3月期

16,47816,478

1株当たり当期純利益  

（円）

60.3960.39

91.2591.25

124.69
（業績予想）
124.69
（業績予想）

2024年3月期 2025年3月期 2027年3月期2026年3月期

119.94119.94

親会社株主に帰属する当期純利益 

（百万円）

5,8395,839

8,7978,797

12,000
（業績予想）
12,000
（業績予想）

2024年3月期 2025年3月期 2027年3月期2026年3月期

11,54211,542

売上高 2,180.9億円 （前年同期比3.4％増）

営業利益 164.7億円（前年同期比38.6%増）

経常利益 162.7億円（前年同期比22.8%増）

親会社株主に帰属する
当期純利益 115.4億円（前年同期比31.2％増）

詳細な財務情報は、当社Webサイト「株主・投資家情報」をご覧ください。
https://www.belluna.co.jp/irinfo/連結業績の概況
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連結業績の概況
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プロパティ・ホテル事業

売上高
構成比

22.7%

· ホテル事業
· 不動産事業 
（オフィスビルなどの賃貸・開発・販売）
· 太陽光発電事業
· 飲食店事業

497.0億円 （前年同期比38.3%増）

85.5億円 （前年同期比62.7％増）

売上高 

337.3億円 （前年同期比5.2%増）

セグメント利益

13.1億円 （前年同期比5.1％増）

売上高 

セグメント利益

2024年
3月期

2025年
3月期

2026年
3月期

（百万円）

35,941
31,984

49,701
（百万円）

32,438 32,073

2024年
3月期

2025年
3月期

2026年
3月期

33,736

（百万円）

2024年
3月期

2025年
3月期

2026年
3月期

5,256
4,263

8,553
（百万円）

1,252
1,091

2024年
3月期

2025年
3月期

2026年
3月期

1,316

グルメ事業

売上高
構成比

15.4%

· 食品通販、日本酒通販
· ワイン通販

化粧品健康食品事業

売上高
構成比

5.2%

· 化粧品通販
· 健康食品通販 

売上高 

114.3億円 （前年同期比17.4%減）

セグメント利益

7.3億円 （前年同期比2.3％増）

（百万円）

13,84714,718

2024年
3月期

2025年
3月期

2026年
3月期

11,439

（百万円）

719

926

2024年
3月期

2025年
3月期

2026年
3月期

735

010_7075801302606.indd   3010_7075801302606.indd   3 2026/06/08   15:18:172026/06/08   15:18:17

4

ナース関連事業
· 看護師向け通販
· 看護師人材紹介

売上高
構成比

5.6%

売上高 

123.0億円 （前年同期比2.5%減）

セグメント利益

6.5億円 （前年同期比60.6％増）

（百万円）

2024年
3月期

2025年
3月期

2026年
3月期

12,62312,975 12,304

（百万円）

405

2024年
3月期

2025年
3月期

2026年
3月期

481

651

アパレル・雑貨事業
·  ミセス層中心のカタログ、 
ネット通販
· ネット専業通販
·  アパレル店舗

売上高
構成比

31.6%

売上高 

689.1億円 （前年同期比7.9%減）

セグメント利益

△4.0億円 （前年同期は16.9億円のセグメント損失）

（百万円）

74,83674,251

2024年
3月期

2025年
3月期

2026年
3月期

68,910

（百万円）

△1,696

△△2,992

2024年
3月期

2025年
3月期

2026年
3月期

△408

呉服関連事業
· 和装店舗
· 大学生の卒業式袴レンタル

売上高
構成比

10.3%

売上高 

225.6億円 （前年同期比1.5％減）

セグメント利益

13.7億円 （前年同期比10.0％増）

（百万円）

22,89723,248

2024年
3月期

2025年
3月期

2026年
3月期

22,562

1,250

（百万円）

1,357

2024年
3月期

2025年
3月期

2026年
3月期

1,375

データベース活用事業
· 封入・同送サービス
·通販代行サービス
·  ファイナンス事業
·物流3PL事業

売上高
構成比

8.2%

売上高 

179.4億円 （前年同期比4.9%増）

セグメント利益

45.1億円 （前年同期比12.5％減）

（百万円）

17,11816,725

2024年
3月期

2025年
3月期

2026年
3月期

17,949

5,161

（百万円）

5,150

2024年
3月期

2025年
3月期

2026年
3月期

4,514
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Focus！
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　当社は、北海道屈斜路温泉にあるリゾートホテル「屈斜路プリンスホテル」を、2026年4月30日に取得いたしました。
　「屈斜路プリンスホテル」は、阿寒摩周国立公園内の屈斜路湖畔に位置し、壮大な自然と豊富な温泉資源に恵まれたリゾート
ホテルです。全208室の客室から屈斜路湖の雄大な眺望を堪能いただけるほか、屈斜路温泉の湯量豊富な温泉資源を活かし
た大浴場・露天風呂では、心身ともにリフレッシュできる上質な癒しのひとときをお過ごしいただけます。
　また、レストランやラウンジなどの施設に加え、自然との融合を求める新しいニーズに対応するグランピング施設も備えて
おり、多様なお客様のご要望にお応えすることが可能です。
　北海道は、新千歳空港や道内各地の空港における国際線の充実、訪日観光客の増加に伴い、今後も観光需要の高まりが見込
まれており、屈斜路エリアは摩周湖や阿寒湖などの自然豊かなリソースを有する重要な観光地となります。北海道を代表す
るリゾート施設の1つとして、さらなるポテンシャルの発揮を目指してまいります。

屈斜路プリンスホテル
所 在 地 ：北海道上川郡弟子屈町屈斜路温泉
アクセス ：女満別空港から車で約50km

客 室 数 ：208室

主要施設 ： 大浴場・露天風呂（屈斜路温泉）、レストラン、ラウンジ、 
グランピング

北海道屈斜路温泉の「屈斜路プリンスホテル」を取得
壮大な自然と豊富な温泉資源に恵まれたリゾートホテル
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当社では、株主の皆様からの日頃のご支援に対する感謝
の気持ちを込めまして、株主優待制度をご用意しています。
1「優待割引特典、優待ポイント」または「自社取扱商品」
及び2「ベルーナグループが運営及び提携する国内ホテル、
飲食店、小幡郷ゴルフ倶楽部、SPA＆SAUNA コリドーの
湯で使用できる優待割引券」をご利用いただけます。内容
やご利用方法をご確認の上、ぜひご活用いただければ幸い
です。今後とも、変わらぬご愛顧とご支援を賜りますよう、
よろしくお願い申し上げます。

株主優待電子化のご案内
優待商品の申込がWEBでお手続きできるようになりました

この度、株主様の手続き短縮および利便性向上、当社の事務
負担軽減並びにコスト抑制を図るため、株主優待品の電子
申込みを導入いたしました。お申込み方法は「株主優待のご
案内」P4をご参照ください。今後とも、株主様の満足度向上
に努めてまいります。 お手続き画面イメージ

保有株式数 優待の内容　優待割引特典、優待ポイントまたは自社取扱商品から選択
100株以上
500株未満 ❶1,000円分の通信販売優待割引特典　❷1,000円分の優待ポイント　❸1,000円相当の自社取扱の食品またはワインまたは日本酒

500株以上
1,000株未満 ❶3,000円分の通信販売優待割引特典　❷3,000円分の優待ポイント　❸3,000円相当の自社取扱の食品またはワインまたは日本酒

1,000株以上 ❶5,000円分の通信販売優待割引特典　❷5,000円分の優待ポイント　❸5,000円相当の自社取扱の食品またはワインまたは日本酒

株主優待内容

1 「優待割引特典、優待ポイント」または「自社取扱商品」から選択

2  ベルーナグループが運営及び提携する国内ホテル、飲食店、 
小幡郷ゴルフ倶楽部、SPA＆SAUNA コリドーの湯で使用できる優待割引券

保有株式数 優待の内容

100株以上500株未満 券面額 1,000円の割引券 2枚

500株以上1,000株未満 券面額 1,000円の割引券 6枚

1,000株以上 券面額 1,000円の割引券 10枚

※ご利用は現地決済に限り、事前決済は適用不可となります。
※ご利用方法は「株主優待のご案内」のP12をご覧ください。

2026年6月25日開催の当社第50回定時株主総会において、下記のとおり報告並びに決議されましたので、ご通知申し上げます。
報告
事項

１． 第50期（2025年４月１日から2026年３月31日まで）事業報告の内容、連結計算書類の内容並びに会計監査人及び監査等委員会の連結計算書
類監査結果報告の件

２． 第50期（2025年４月１日から2026年３月31日まで）計算書類の内容報告の件 
本件は、上記事業報告、連結計算書類、計算書類の内容及び連結計算書類の監査結果を報告いたしました。

決議
事項

第１号議案 剰余金処分の件
　本件は、原案のとおり承認可決されました。第50期期末配当金は、１株につき23.0円と決定いたしました。
第２号議案 取締役（監査等委員であるものを除く。）８名選任の件
　 本件は、原案のとおり承認可決されました。取締役（監査等委員であるものを除く。）に安野清、安野雄一朗、宍戸順子、松田智博、宮下正義、浅沼
泰匡、安野明子、浅野福太郎の各氏が選任され、それぞれ就任いたしました。

第３号議案 監査等委員である取締役２名選任の件
　 本件は、原案のとおり承認可決されました。監査等委員である取締役に浜本淳子、若松謙維の両氏が選任され、それぞれ就任いたしました。なお、
浜本淳子、若松謙維の両氏は社外取締役であります。

第50回定時株主総会決議ご通知

発送時期 有効期限
期末 6月下旬 7月1日～12月31日
中間 12月上旬 12月1日～6月30日

対象となる株主様
毎年3月末及び9月末の株主名簿に記載または
記録された当社株式100株（1単元）以上保有の株主様

株主優待制度
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会社情報（2026年3月31日現在）

株式会社
〒362-8688 埼玉県上尾市宮本町4番2号
TEL 048-771-7753（代表）　 https://www.belluna.co.jp/

    株主メモ

事 業 年 度 4月1日から翌年3月31日まで 

配 当 金 受 領
株 主 確 定 日

期末配当金 3月31日
中間配当金 9月30日

定 時 株 主 総 会 毎年6月下旬
基 準 日 3月31日
株式の売買単位 100株

公 告 の 方 法

電子公告の方法により行います。ただし、電子公告によることが
できない事故その他のやむを得ない事由が生じたときは、日本経
済新聞に掲載する方法により行います。
公告掲載 URL
https://www.belluna.co.jp/irinfo/stock/announcement/

株主名簿管理人 
特別口座の口座
管 理 機 関

みずほ信託銀行株式会社

株主名簿管理人 
事 務 取 扱 場 所

東京都千代田区丸の内一丁目3番3号
みずほ信託銀行株式会社
本店証券代行部

郵 便 物 送 付 先
及 び
お 問 合 せ 先

〒168-8507 東京都杉並区和泉二丁目8番4号
みずほ信託銀行株式会社 証券代行部
TEL 0120-288-324（フリーダイヤル）

上 場 金 融
商 品 取 引 所 東京証券取引所プライム市場

会 社 名 株式会社ベルーナ（Belluna Co., Ltd.）
資 本 金 106億12百万円
創 業 1968年9月
設 立 1977年6月
従 業 員 数 3,844名（連結）
事 業 内 容 カタログ・ECによる通信販売を軸に、データベース

活用事業、プロパティ・ホテル事業へと領域を拡大。

■ 会社概要 

本　社 （埼玉県上尾市）
本　館 （埼玉県上尾市）
東京本部 （東京都千代田区）
アネックスビル・第2アネックスビル （埼玉県上尾市）
北関東グルメオーダーレセプションセンター （埼玉県鴻巣市）
川越オーダーレセプションセンター （埼玉県川越市）
春日部オーダーレセプションセンター （埼玉県春日部市）
吉見ロジスティクスセンター （埼玉県吉見町）
領家丸山流通システムセンター （埼玉県上尾市）
領家山下流通システムセンター （埼玉県上尾市）
宇都宮流通システムセンター （栃木県鹿沼市）
大宮コンタクトセンター （埼玉県さいたま市）
A-GEOタウン （埼玉県上尾市）
アリコベールオフィス （埼玉県上尾市）

■ 主な事業所 

発 行 可 能 株 式 総 数 260,000,000株
発 行 済 株 式 の 総 数 97,244,472株
株 主 数（ 除 く 自 己 名 義 ） 78,784名

■ 株式の状況 

外国人
7.8%

個人投資家
32.0％

事業会社
44.2%

金融機関
16.0%

■ 所有者別株式分布状況 

持株数（千株）持株比率（%）

株式会社フレンドステージ 41,383 43.0

日本マスタートラスト信託銀行株式会社（信託口） 4,876 5.1

安野清 2,916 3.0

安野公 2,914 3.0

株式会社日本カストディ銀行（信託口） 2,832 2.9

株式会社三井住友銀行 2,246 2.3

野村信託銀行株式会社（退職給付信託三菱UFJ銀行口） 1,968 2.0

ベルーナ共栄会 1,688 1.8

株式会社日本カストディ銀行（信託口４） 1,136 1.2

ベルーナ従業員持株会 1,013 1.1

■ 大株主 

■ 役員 
代表取締役社長 安野 清
取締役 安野 雄一朗
取締役 宍戸 順子
取締役 松田 智博
取締役 宮下 正義

社外取締役（監査等委員） 山縣 秀樹
社外取締役（監査等委員） 渡部 行光　
社外取締役（監査等委員） 浜本 淳子

※持株比率は自己株式（1,002,035株）を考慮して計算しています。
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